
で
伺
粧
る
に
相
鞍
奉
安
け
ち
れ
明

る
よ
ろ
お
矧
ち
せ
し
ま
す
。

A
日
時
昭
和
ヨ
十
七
年
四
月

ニ
十
豆
目
年
前
十
時
か
ち
年

後
四
時
烹
で

ム
撮
附
大
村
商
工
告
麟
前

日
日
県
下
少
年
剣
道
大
会

県
下
少
伍
剣
道
大
会
が
き
た
る

十
有
日
午
前
十
時
か
ら
大
村
神

社
{
雨
天
の
場
合
は
大
村
小
学

校
講
堂
)
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
と

の
日
比
県
内
か
ら
十
数
チ
l
ム

総
勢
二
百
名
の
少
年
剣
士
村
集

穿
り
占
卸
会
村
予
相
占け
れ
ま
ず

(大
村
剣
道
協
会
)

西大村中、中央小の

新しい校舎が完成

昭和37年度特別会計当初予算25士宮高官
')-り毎 伝相
義主547談中
Lミヲ扇業 日公

E有罪毒 薬
烹はや~
すつ行ン
のぎなタ

(4月中旬号j

十
六
年
度
工
事
と
し
て
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
の
校
舎

者
昨
年
十
月
四
日
着
工
し
、
と
の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

西
大
村
申
学
校
は
普
通
教
室
十
一
一

教
室
、
延
千
百
七
十

一
・
五
平
方

メ
ー
ト
ル
、
工
費
千
六
百
二
十
ニ
一
四
月
二
十
二
日
は
清
掃
法
が
施
一
四
月
二
十
二
日
を
清
掃
デ
!
と
定

万
四
千
五
百
円
、
中
央
小
学
校
は
一
室
れ
て
か
ら
九
年
夏
迎
え
ま
一
め
ま
す
の
で
、
全
世
帯
も
れ
な
く

職
員
室
・
管
理
関
係
室
四
室
、
普
一
す
の
で
、
と
の
日
君
主
四
月

妄
屋
内
外
の
掃
除
案
全
に
行
な

通
教
室
四
、
特
別
教
室
仰
、
計
十

一
十
九
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
全
国一

っ
て
く
だ
さ
い
。

ニ
室
、
延
千
百
一
一
干
五
勺
二
平
万

一
い
っ
せ
い
に
環
塙
衛
生
強
調
週
間
一
実
顧
問
中
つ
ぎ
の
こ
と
を
行

メ
ー
ト
ル
、
工
費
は
千
六
百
一
万
一
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
大
村
市
で
一
な
う
と
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

一
千
円
で
す
。

一は、

と
の
週
間
中
、
全
市
内
春
の

一
み
な
さ
ん
の
自
主
的
な
ど
協
力
を

(市
教
養
)

一
大
掃
除
そ
実
施
し
ま
す
。
と
く
に
一
お
願
い
し
ま
す。

一

れ

H
1
2

九二マペ
一
一
;
二
リ
ハ
リ
一
①
媒
介
昆
虫
の
駆
除

写
真
上
H
中
央
小
学
校
、

一

昭
和
三
十
六
一

一

に

一

ノ

エ

、
カ
の
発
生
期
で
す
か
ら

下
日
西
大
村
中
学
校
校
舎
一
で
湘
年
度
升
の
国
民
一
大
掃
除
と
併
行
し
て
、

ハ
エ
、

ヵ

晴

側

年
金
保
険
料
は

石

庭

芝

町

内
で
計
画
し
て
実

汀

民

金

四
月
末
日
が
納
一
施
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
薬
剤
は

肘

凋

宵

期
限
と
な
っ
て
京
険
衛
生
課
ま
た
は
出
張
所
信

4

か

い

ま

す

。
ま
だ

一込
み
に
な
れ
ば
実
費
で
配
布
し
ま

は

度

納

め

て

い

な

い

入

年

納

日

人
は
ぜ
ひ
四
月

末
日
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
督
促

を
う
け
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

(福
祉
事
薪
所
)

日
日
か
ら
春
の
大
掃
除

汚
物
処
理
施
設
の
見
学
も
実
施

す。②
し
尿
処
理
場
、
焼
却
場
の
見

学
案
内

大
村
市
の
ゴ
ミ
、
ふ
ん
尿
は
ど

の
よ
う
な
方
法
?
処
理
さ
れ
て
い

る
か
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
婦
人
会
、
各
種
団

体
等
者
対
象
に
汚
物
処
理
施
設
を

見
学
し
て
も
ら
う
Lf

と
も
に
、
汚

物
処
理
に
つ
い
て
の
懇
談
を
行
な

い
ま
す
。
申
し
込
み
、
そ
の
他
く

わ
し
い
y
一
と
は
保
険
衛
庄
楳
に
お

た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。(
保
険
衛
生
課
)

576，425 

138，275 

53.34Z 
84，933 

11. 0 91 

454 

9~ 0 

119，045 

38.30~ 
8U: 1 H 
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西
大
村
中
学
校

中
央
小
学
校
の
校

舎
建
設
は
昭
和
一ニ

十
五
年
度
か
ら
年

次
計
画
で
建
設
中

で
す
が
、
昭
和
三

モータ ーボー ト競走事業費

国民健康保険事業

{事 業卸l 定
直営診療施設勘定

公謎質厘費
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よ大村市政だ

助
産
費
、
葬
祭
費
は
即
時
梯
ヤ

昭和37年度当初予算額と構成比 (単位は千円〉

歳 入 歳 出

本予算年度衛 構成比 本予年算額度 傍成比科 目 科 目

% % 
iI:i 税 153.447 Z 8 議 メzbz、 費 13.493 。・.

2 市国町有利{提助供施成交設等付金所在 z ，925 2 市 役 所 費 103. 835 19 

3 消 防 費 6，930 
3 1也 方 交 付ー 税 114，512 21 

4 土 木 費 79，473 15 
4 公営企業及び財産収入 50，217 

5 教 育 費 54. 533 10 
5 分担金及び負担金 10，244 

6 社会及び労的施設費 123.116 l3 
6 使用料及び手数料 16，769 

7 保 健衛 生費 13，467 
7 国庫支 出 金 13 5，41 ; 25 

8 産 業経 済費 49.519 
8 県 支 出 金 17.525 

9 財 産 費 25.300 
9 寄 イナ ft: 604 

10統計 翻 査 費 10 
10 繰 入 エ，広 L 000 

11 選 挙 費 3. 188 
11 繰 越 金 一

12 公 {資 費 61. 413 11 
12地 牧 入 ~9 . 140 

13 紺 支 出 会 8.311 
1.3市 僚 11. 60 Q 

倒 J¥' 686 14 予

時並 入 s 首| ~O ， H4 100 職 出 合 計 ~43 . H 4 100 
同a、

国
民
健
康
保
険
、

4
月
か
ら

国
保
の
助
産
官
、

葬
祭
費
は
即
~
ら
申
柄
が
あ
い
川
ば
即
時
支
給
す
る
一
さ
い
。
手
続
き
は
つ
ぎ
の
と
お
り
一

2

苑
亡
の
場
合

時
払
い
を
い
た
し
ま
す
。
従
来
、

一と
と
に

ν売
し
ま
し
た
。
一
で
す
。

一

閉
請
書
に
配
入
し
、
被
保
険
者

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
出
産
一
な
お
、
現
金
の
支
給
は
従
来
ど
一

1

出
産
の
場
合

一資
格
捜
失
届
を
す
る
乙
と
。
(
被

お
よ
び
死
亡
に
対
し
て
、
助
障
費
一
お
り
本
庁
の
保
険
衛
牛
課
だ
げ
で

一
申
請
書
に
、
出
産
に
立
ち
あ
っ
た

一保
険
者
証
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。
〉

と
し
て
千
円
、
葬
祭
費
と
し
て
千
一取
扱
い
ま
す
が
、
同
眼
前
に
提
出
一
医
師
ま
た
は
助
産
婦
の
証
明
そ
う
一
助
産
費
お
よ
び
葬
祭
費
支
給
申

円
を
申
商
さ
れ
で
翌
H
宋
に
支
給
一の
向
に
対
し
て
円
数
日
遅
れ
る
乙
一
行
、
被
保
険
者
資
格
取
得
届
を
す

一簡
曹
は
本
庁
、
各
出
張
所
に
あ
り

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ど

-と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
一
る
と
と
。

(
母
子
手
帳
、
被
保
険

一ま
ず
。

要
望
に
応
え
て
本
年
四
片
一
日
か
一け
保
険
衛
生
課
へ
お
出
向
き
〈
だ
一
者
証
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。
)

一

昭和 31羊度予算はさきに開催されました市議会 3月定例会で可

〈毎月1日.10日.20日発行〉

""'" 

(庶務課)

中
小
企
業
に
設
備
近
代

化
資
金
を
貸
し
付
け

県
で
ほ
昭
和
三
十
七
年
度
中
小
一

企
業
股
備
近
代
化
資
金
の
貸
レ
一

付
け
を
行
な
い
ま
す
。
融
貨
を
一

希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
商
工
水
一

産
献
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

一

申
込
受
付
期
間
は
四
月
三
十
日
一

ま
で
で
す
。

{
申
払
用
紙
は
同
一

課
に
あ
り
ま
す
)
貸
付
金
額
、
一

そ
の
他
く
わ
し
い
と
と
は
商
工

(
大
村
警
察
署
、
大
村
市
水
産
棋
に
お
た
す
ね
く
だ
さ
い

交

通

安

全

協

会

)

(

商

工

水

産

課

)

O
A
U
V
ヨ
日
八
対
吋

HZ
ヲヨ
A
U
V
O
A
H
A討
H
Y
8
9
A手
当
'9
8d
羽
V

写 、

決されましたが、その内容は下表のとおbで、す。

哩

(
保
険
衛
庄
限
)

室
広
っ
た
と
と
を
守
り
、
安
全

な
交
通
が
で
き
る
よ
う
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

き
ま
つ
に
こ
と
は
必
ず
守
る

昭和n年 4月 10日
〈昭和“年4月rt日第三種郵便物認可〉

4月のメモ
15日z 県下少年剣道大会(大村F1社〉
17日=大村市婦人大会(10時中央公民舘)
18日=消防分団長会議 cl附議場)
20日z モーターボー トレース10周年記念
第2節 (24日まで〉

27日=差押財産公売 ム春季殉国慰霊祭
(市内だけ) 00時30分忠霊塔〉

交

通

安

全

に

人

も

車

も

い
よ
い
よ
新
入
学
児
童
の
登
下
校

ま
た
は
花
見
シ
ズ
ン
に
な
り
、

野
に
山
に
出
か
け
る
機
告
が
多
く

な
り
ま
し
た
が
、
最
近
県
下
各
所

で
も
交
通
事
故
が
非
常
に
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故

の
原
因
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
や
、
き
ま
っ
た
乙
と
そ
守
っ
て

お
れ
ば
な
に
と
と
も
な
か
っ
た
よ

う
な
乙
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

大
村
市
内
で
も
一
月
出
件
、
傷
一
二
、
十
字
路
で
の
一
時
停
車
不
履

者
九
人
、
二
月
五
件
、
傷
者
七
人
一戸Q
Lよ
る
出
合
い
が
し
ら
の
事
故

三
月
八
件
、
偶
者
五
人
、
四
月
五
一
三
、
踏
切
で

一
E
停
車
し
な
か
っ

日
ま
で
一
一件
、
傷
者
一
人
、
死
者
一

た
た
め
の
列
車
事
故

一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
乙
れ
一
回
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
な
ど

は
子
供
の
交
通
事
故
や
踏
切
事
故
一
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
禁
止
さ
れ

で

す

。

一

た

乙

と

、

ま

た

は

守

る

べ

き

乙

と

原
因
に
つ
い
て
み
ま
す
と

一巻
注
意
し
な
か
っ
た
た
め
の
事
故

て
自
転
車
の
二
人
種
、り
に
よ
る
一で
す
。

事

故

一

歩

く

人

も

車

に

乗

る

人

も

必

ず

『庁

ぃ
主
市
内
池
田
郷
岳
ノ
一
め
た
昔
を
し
の
ば
せ
、
大
村
湾
を

は

制

下
熊
野
神
社
塙
内
に
二

望
に
お
さ
め
る
眺
望
の
ょ
い
と

町
一
窃
祭
ら
れ
で
あ
る
弘
法
一
と
ろ
で
、
家
族
連
れ
の
ハ
イ
キ
ン

眺

戸

大

師
の
仏
像
は
市
内
一グ
な
ど
に
格
好
の
場
所
で
す
。
四

で
も
っ
と
も
古
い
も
の
で
、
昔
か
一
月
二
十

一
日
午
前
十
一
時
か
ら
同

ら
県
内
外
か
ら
の
牽
同
者
が
多
く
一
神
社
の
例
祭
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

い
ま
な
お
、
三
百
一一
援
の
敷
詰
め
一

(
商
工
戒
産
課
)

た
石
段
、
大
鳥
居
な
ど
繁
華
そ
極
一

(-) 



お
に
ふ
く
か

ぜ
の
予
防

(二)

他
の
病
気
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に

4
月
幻
自

5
月
四
日

6
月
8
日
-
衛
生
管
理
等
に
と
く
に
窓
帯
用
一
回
指
導
を
す
る
乙
と
に
な
っ
て
い

東
大
村

小

学

校

一

ぃ

、
一
般
に
対
し
て
あ
食
品
衛
笠
一
ま
す
が
、
大
村
地
区
の
指
導
員
は

4
月

ω日
5
月
紅
白

6
月
日
日
一
に
対
す
る
知
識
や
思
想
の
普
及
に
一
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
一
時
か
一
つ
と
め
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
飲
食
庖
組
台
よ
り
加
々
良
治
卒

ら
三
時
ま
で
(
保
険
衛
生
課
)
一

4
月
初
日
に
パ
レ
ー
ド
一
菓
平
業
制
合
よ
り
飯
盛
一
弘

st
j
2
j
t
F
i
一
や
映
画
な
ど
実
施
一
旅
館
業
組
合
よ
り
卒
井
正
之

t
日
大
村
裏
地
一
貫
生
食
品
街
中
一
の
旦
生
魚
介
業
組
ム
ロ
よ
り
川
端
喜
一

ト
k
n
M

区
衛
生
連
絡
協
一
は
じ
め
て
般
げ
た
記
念
に
、
四
月
一
と
ぐ
に
同
協
鑓
会
事
務
局
(
大
村

田
訂
融
会
・
お
よ
び
長
一
二
十
日
午
前
十
時
か
ら
車
両
に
よ
喜
一
所
内
)
で
は
常
に
監
視
員
の

。
日
崎
県
食
品
衛
生
一
る
市
内
の
パ
レ
ー
ド
あ
実
施
す
る
一
指
導
に
よ
り
業
者
の
皆
様
の
公
衆

2
准
協
会
大
村
支
部
一
と
と
も
に
、
午
後
高
か
ら
中
央
一
衛
生
に
闘
す
る
知
識
、
技
能
の
向

月
ロ
昨
で
は
、
四
月
か
一
公
民
館
で
、
映
画
(
ふ
き
ん
の
科
一

上
と
会
員
相
互
の
連
絡
指
導
相
談

毎

食

ら

毎
月
二
十
日
一
学
、
パ
J

房

長

、

観

光

大
利
一
巻
行
な
勺
て
い
ま
す
。
未
加
入
の

一
H
ス
ラ
イ
ド
解
説
付
)
を
上
映
す
一
業
者
は
食
品
衛
生
が
日
常
生
活
に

を
「
食
品
衛
生
の
日
」
と
定
め
ま
一
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
二
お
付
る
重
要
さ
を
認
識
さ
れ
て
、

し
た
。
と
の
日
に
は
食
品
許
可
業
一
般
の
観
覧
あ
厳
迎
し
て
い
ま
す
。
一
ぜ
ひ
会
員
と
し
て
書
画
さ
れ
る
よ

者
は
、
庖
舗
に
小
旗
や
掲
げ
、
庖
舗
一
な
お
、
同
協
会
で
は
随
時
、
食
一
う
望
ん
で
い
ま
す
。

周
辺
の
大
掃
除
ゃ
、
従
業
員
の
投
一
品
衛
生
指
導
員
に
よ
り
各
百
舗
の
一
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
同
協
舗

術
研
修
会
を
行
な
う
な
ど
、
食
品
一
食
品
衛
生
管
理
状
態
砕
調
べ
て
巡
一
会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
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四
月
二
十
五
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西
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五
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ム
四
月
二
十
六
日
池
田
公
民

種

痘

の

検

診

白

書

出

書

館

(

九

時

J
十
二
時
)

春
の
定
餌
積
痘
接
種
者
に
つ
い

賀
瀬
出
現
所
ム
四
月
一
一十
七
日
松
原
野
岳

て
つ
ぎ
の
と
お
り
検
診
奉
行

な

竹

松

自

彊

附

公

開

停

留

所
付
近
(
九
時
三

い

ま

す

の

で

、

該

当

者

は

も

れ

福

軍

出

損

所

十

分

1
十
時
三
十
分
)

な
〈
受
診
し
て

く

だ

さ

い

。

松

原

出

損

所

寅

光

寺

公

匝

舘

(十
一
時
I

4
月
日
日
市
保
険
衝
序

説

十

二

時
)

松
原
出
張
所
(
十

。・

0

申

央

公

民

舘

三

時

i
十
五
時
)

4
月

口

日

市

立

病

院

ム

四

月

三

十

日

福

重
出
題
附

。
.
0

油

田

敬

老

院

(

九

時

J
十
五
時
)

東
大
村
小
学
校

ム
五
月
一
日
萱
潮
黒
木
停
留

一一一
浦

診

痕

所

所

付

近

(九
時
=
平
分
J
十

一
鈴
田
出
張
前

一
4
守
M
日

5
月
月
日

6
月
5
日

の

予

防

接

種

お

一
中
央
公
民
舘

春
季
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
(
混
一
に

一

回

章

一
4
月
M
日

5
月
月
日

6
月
5
日

合
)
一予
防
権
一
種
を
つ
ぎ
の
と
お
り
一
ム
料
金

一市
立
病
院

実
施
し
ま
す
の
で
、

該
当
者
の
か
一

一
人
一
回
に
つ
き
一
一
一
十
円
争
当

一
4
同
お
日

5
月
M
日

6
月
6
日

た
は
、
も
れ
な
く
接
種
し
て
く
だ
一

日
徴
収
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
一竹
松
出
張
所

さ
い
。

一
母
子
手
帳
を
ど
持
参
く
だ
さ
い

一
4
月
お
日

5
月
四
日

6
月
6
日

ム
該
当
者

一

実
施
場
所
、
日
時

一池
田
敬
老
院

第
一
期
(初
何
免
疫
)
問
後

三

一

実

施

場

所

一

4
月
初
日
5
月
口
日

6
月
7
日

カ
月
か
ら
性
後
六
カ
月
ま
で
の
一

第
一
回
第
一
一四

億

三

回

一宜
願
出
盟
問

も
の
(
一
-
週
間
お
き
一
一
一回
接
種

)τ一-精
診
僚
附

一
4
月
初
日
5
月
口
日

6
月
7
日

空

期

(追
加
免
疫
)
初

夏

Z
n日
5
月
M
目

。
月
4
日
一福
竜
出
禁

疫
後
十
二
カ
月
か
£
十
八
カ
月
一
、市

役

所

一

4
月
幻
日

5
月
四
日

6
月
8
目

。

・
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ま
で
の
も
の
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の
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正

昭

和
一
一
一
十
七
一
で
二
十
円
)
一
(
判
お
よ
び
例
の
場
合
に
百
に
一
行
な
っ
て
い
た
世
帯
に
つ
い
て
は

数

改

年
四
月

分

か

ら

す

共

同

処

理

+

幕
以
上
一
っ
さ
五
の
搬
出
量
が
百
五
十
一
昭
和
三
十
七
年
度
(
昭
和
=
干
七

ω一
手

ろ

ゴ

ミ

処

理

手

数

一

ア
共
同
の
ゴ
ミ
箱
ぞ
設
置
し
ぶ
一
キ
ロ
げ
ラ
ム
を
と
え
る
も
の
に
つ

一
年
四
月
五
ら
普
通
処
理
と
み
な

日

脚

一

距

か

料
が
つ
ぎ
の
と
一

雲
定
め
て
手
数
料
亭
納
付
す
る
一
日
山
一
片
品

1キ
ロ
グ
一
し
て
ゴ
ミ
処
理
手
数
料
港
賦
課
さ

品

処

月

お

り
改
正
式

一ゴ

一

日

当

日

比

十

一

如

動

物

(

犬

、

ね

乙
、
ね
ず
み
等一

れ
ま
す
。
菜
、
昭
型
干
七
年

1
3
ミ

四

手

。

ヵ

ッ
二
百
五
十
引
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
十
五
一
を
仁
つ
以
下
同
じ
)
死
体
処

理

一四
月
に
十
世
帯
以
上
で
共
同
処
理

問

時

一

ゴ

を

内

は

旧

料

金

一

円

)

一

手

数

料

、

一

件

に

つ

き

、
百
三
行
な
っ
て
い
る
世
帯
は
、
代
表

山

一

一

円

安

十

円

)

一

者

を

定

め

て

各

世
情
の
笠
糟
を
四

畑
町
一

ω
普
通
処
理

一り

超
過
処
理

ωの
揚
合

ι

一

υ一
一

月

三

十

日

ま

で

に

保
険
衛
生
棋
に

昭
伝
一
一
世
帯
に
「
き
一
月
の
搬
出
量
が
一
一
世
帯
じ
っ
き
一
舟
の
搬
出
量
が

盟
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
:
・
三
一

百
九

十

キ

ロ

グ

ラ

ム

を

と

え

る

も

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

四

一

十

円

(
ご
戸
に
つ
ぎ
一
月
の
一
め
に
つ
い
て
は
そ
の
超
過
量
五
十

(
保
険
衛
生
課
)

斗
搬
出
量
が
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
i
十
円
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保
険
衛
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課
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予

防

よ大村市政だ

百
日
咳
と
ジ
フ
テ
リ
ア日
か
ら

(毎月1日，10日.20日発行〉

〔
ご
注
意
】

例
の
場
合
に
お
い
て
昭
和
三
十
六

年
度
(
昭
和
三
十
七
年
一
一
一月
末
日
)

ぎ
で
十
世
帯
以
内
で
共
同
処
理
を

4 <1 
9 月。月 0
・20・]9・
9 目。目 。

犬
の
登
録
と
狂
犬

病
の
予
防
注
射

昭
和
三
十
七
年
度
犬
の
登
録

お
よ
び
第
一
回
(
春
季
)
狂
犬

病
予
防
注
射
を
つ
ぎ
の
日
程
で

行
な
い
ま
す
の
で
、
犬
の
飼
育

者
は
も
れ
な
く
、

も
よ
り
の
場

所
で
受
付
て
く
だ
さ
い
。

ム
料
金
登
録

手
数
料

H
三

百
円
(
年
度
更
新
)
注
射
手
数

料
H
百
四
十

円

計

H
四
百
四

十
円
ム
注
意
犬
は
必
ず
鎖
か
丈
夫

な
紐
で
引
い
て
探
て
く
だ
さ
い
一

印
鑑
を
必
ず
持
容
し
て
く
だ
さ
~

い
。
な
お
、
注
射
終
了
後
違
反
~

犬
は
捕
獲
さ
れ
ま
す
。
」

A
四
月
二
十
三
日
荷
役
所
，

(
九
時

t
十
五
時
)

ム
四
月
二
十
四
日
保
健
所

た
の
し
い

F
踊
講
習
会

四
月
二
十
}
日
(
土
)

午
後
一
時
三
十
分
l
四
時

ム
主
催
問
ヂ
公
民
館

ム
会
楊

申
央
公
民
舘

ム
対
象
市
内
婦
人
一
般

ム
講
師

長
崎
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
石
橋
輝
興
先
生

ム
講
習
内
容
日
本
一
だ
よ
、

九
州
男
子
、
仲
よ
し
音
頭

ム
受
講
料
不
要

ム
当
日
は
タ
オ
ル
老
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

ム
期
日

時
三
十
分
)

黒
木
小
学

校

(
十
一
時
t
十

=
時
)

曹
瀬
出
堕
所
(
十

三
時
J
十
四
時
)

皆
瀬
第
一

盛
協
(
十
四
時
三
十
分
J
十

荒
堕
ニ
十
分
)

ム
五
月
二
日

竹
松
出
強
附

(
九
時
J
十
五
時
)

ム
五
月
四
日

鈴
田
出
張
所

(
九
時
十
五
時
)

ム
五
月
七
日
三
浦
今
村
公
民

館
(
九
時
三
十
分
j
十
時
三

十
分
)

構
陸
公
民
舘
(
十
一

時
l
十

二
時
)
一
ニ
浦
出
眼
所

(

十

三
時
t
十
四
時
)
西
部
農
協

(
十
四
時
三
十
分
J
十
五
時
三

+
分
)

ム
五
月
八
日

保
健
所

時
J
十
五
時
)(保
険
衛
生
課
)

14 
日

レ
コ
ー
ド
・
コ
り
ま
し
た
の
で
、
多
数
寄
叩
れ

ン
サ
l
ト

ま

す

よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
七

ム
期
日
四
月
十
四
日
土
間
な
お
客
列
者
に
は
、
直
峡
参
持
勢

日
午
後
六
時
三
十
分

t
八
時
と
遺
族
章
や
差
レ
ド
げ
ま
寸
か
b

三
十
分

地
区
の
遺
棒
、世
尚
人
の
か
た
ヘ
山叩

ム
会
場
申
央
公
民
舘
し
で
て
く
だ
さ
い
。
福
利
事
栴
所

ム
入

場

料

無

料

ま

た

ほ

遺

族

台

で

お

渡

し

い

た

し

ム
曲
固

ま
す
。

①
動
く
ス
テ
レ
オ

(
そ
よ
風
と

ム
日
時
四
月
二
十
一.日

(
日
)

私
、
ジ
エ
リ
ル
、

虹
の
彼
方
に
午
前
十
時
三
十
分

チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
、
そ
の
他
)

A
場
所
県
崎
前
駒
山
町
町
長
時
国

⑦
映
画
音
楽
(
栄
光
へ
の
脱
出
際
停
育
館
(
福
松
郡
精
所
)

風
と
共
に
去
り
ぬ
、
知
り
す
ぎ

て
い
た
男、

そ
の
他
)

③
タ
ン
ゴ
特
集
(
ラ
ラ
ク
ン
バ

ル
シ
l
夕
、
ジ

l
ラ
ジ

i
ラ
、

そ
の
他
)
(
中
央
公
民
館
)

一

t
三
月
分
の
ゴ
ミ
処

理
手
数
料
未
納
者
に
督
「

促
状

円

昭
和
去
十
六
何
度
汚
物
処
理
干

草
敏
料
館
四
期
分
(
一

、
二
、
一

三
月
分
}
は
百
一月
一
一
十
五
日
が
守

納
制
限
と
な
m
u

て
お
り
ま
す
。
↑

宋
納
の
か
た
に
対
し
て
四
月
一
一
円

十
日
付
?
督
促
状
あ
発
付
し
ま
-

ず
.
督
促
状
脅
鞘
付
し
ま
す
と
一

}
週
に
つ
き
二
十
円
の
督
促
手
一

敏
料
そ
別
に
徴
的
献
す
る
と
と
に
?

な
り
ま
す
の
で
、

未
納
の
か
た
{

は
串
自
に
納
λ
し
て
〈
だ
さ
い
一

納
額
告
知
書
あ
紛
失
さ
れ
た
か
?

た
は
保
険
衛
生
課
ま
た
は
出
躍

所
に
申
し
出
で
く
だ
さ
い
。

模
険
衛
生
観
)

ロ
目
、
春
季
慰
霊
祭

ビ
ニ

ー
ル
栽
培
の
病
害
虫

【
ビ
ニ
ー
ル
栽
培
に
出
易
い
病

柱
、
支
柱
等
は
有
機
水
銀
剤

害
】

ニ
O
O倍
液
キ
散
布
消
毒
す

①
ト
マ
ト
ハ
カ
ピ

病

る

②
キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
、
ナ

2

・キュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ナ

ス
な
ど
の
灰
色
カ
ピ
病
ス
等
の
灰
色
カ
ピ
病

⑨
キ

ュ
ウ
リ
ウ
ド
ン
コ
病
【
発
生
し
易
い
貰
境
】

④

ト

マ

ト

輪

紋

病

刊

質

調

が

ご

O
度
で
多
湿
の

⑤
ピ
ー
マ
ン
黒
色
タ
ン
ソ
病
と
夜
発
生
知
多
い

⑤
キ
ュ
ウ
リ
黒
星
病

制

覇

風

が

悪

い
と
ぎ
発
庄
が

【

発

生

環

境

と

防

除

】

多

い

ー
ト
マ
ト
ハ
カ

ピ

病

【

防

除

】

制

種

子

消

審

判

ビ

ニ

ー

ル

ハ
ウ
ス
、
ト
ン

有
機
水
銀
剤
五
O
O倍
に

ネ

ル

栽
培
等
で
は
換
気
を
は

一ニ

O
分

か

り

、

過

温

に

な

ら

な

い

よ

制
換
気
や
排
水
に
努
る
う
に
す
る

川
口
生
育
t
q
弱
め
な
い
よ
う
施

同
敷
わ
ら
砕
す
る

肥
に
注
意

す

る

け

発

病
期
か
pm
滴
宜
数
回
東

日
日
過
度
の
か
ん
水
を
さ
け
る

剤
か
散
布
す
る
。
薬
剤
は
ト

制
持
病
期
前
支
た
は
発

病

朗

マ

ト

ハ
カ
ピ
病
に
単
じ
て
よ

か
ら
五

l
一
O
日
お
き
に
敏
い
が
、
キ
ヤ
ブ
タ
ン
水
和
剤

回

草

剤

を

散

布

す

る

四

0
0
1
六
O
O倍
で
も
よ

い
門
前
信
使
用
し
た
ビ

ニ
ー

ル

い

。

ま
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

社
会
福
祉
事
業
に
寄
付

を
限
度
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
四

4

-

市
内
東
一一一誠
町
一
の
ニ
阿
部
光
一

月

一

日

か

ら

つ

ぎ

の

と

お

り

改

正

.

参

別

希

望

者

は

申

出

を

子

さ

ん

は

亡

夫

次

助

言

ん

の

忌

明

し
ま
し
た
の
で
ど
利
用
ぐ
だ
さ
い

に
醸
し
、
甫
の
社
会
福
祉
事
業
に

(
九
長
崎
県
荊
国
慰
霊
翠
賛
会
で
は
つ

一

口
日
二
千
円
、

一
世
帯
H
一

金
.R千
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た。

ぎ
の
と
お
り
、

春
季
慰
霊
祭
を
長
万
円
卓
限
度
と
す
る
M

れ福
祉
事
務
所
)

崎
市
に
お
い
て
行
な
う
乙
と
に
な

F

福
祉
事
務
所
)

圭

E 
呈
F 

呈

己

Z 

E 

散 布量i
70--150g 

E 

2-4ター
70---150g 

s 

i 
苦

圭

公益質屋の貸

付金額を噌額

-~ 三事Z ノス

甘口で杭
帯に、，習
でつ 貸昌
子王き村ーで
ー金 は
千千額現
円円ぞ在

濃度

400倍

薬剤名

銅水銀水和剤

マンネプ水和剤

ジネプ 71<稿i剤

ジネブ粉剤

トリアジン水和剤

内
で
は
多
混
に
な
月
な
い
よ

う
ジ
ネ
ブ
粉
剤
帯
用
い
る
の

も
よ
い

3

キ
ュ
ウ
リ
ウ
ド
ン
コ
病

【
発
生
し
易
い
環
楠】

的
土
摺
が
重
い
畑
の
場
合

制
か
ん
水
が
多
す
ぎ
た
掛
合

判
高
温
な
場
合

【
防
除
】

力
ラ
セ
ン
一
五
O
O倍
液
を

発
病
初
期
か
ら
一
週
間
お
き 400倍

(注〉ジ品トロベンゼソ、 チォ、ンアネイト、

有機水銀剤、水和剤は幼苗には薬害を起

すことがある

ジニ トロベンゼン

チオシアネ イ ト

有機水銀水和剤

に
ご
回
ぐ
ら
い
散
布
す
る

4

ト
マ
ト
輪
紋
病
、
ピ
ー

マ
ン
黒
色
タ
ン
ソ
病
は
、
ハ

ヵ
ピ
病
に
単
じ
て
防
除
す
る

5

牟
旦
ウ
リ
黒
星
病

換
気
餌
付
近
や
戸
口
等
で
比

較
的
低
温
な
蝿
所
の
キ
ュ
ウ

リ
は
本
病
に
対
ず
あ
抵
抗
が

弱
く
m窓
亦
多
い
.
防
除
法

は
ハ
カ
ピ
に
単
ず
る
。

(
哩
由
業
改
良
普
及
所
)


